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有明海奥部底層の溶存酸素濃度の変動（８月上旬～下旬）と今後の見通し 

 奥部の観測点１５（新明沖）では、底層の溶存酸素飽和度は８月上旬の大潮期に５０％以

上を示しましたが、小潮期に入り低下して貧酸素水塊が形成され、８月中旬の中潮期には一

時無酸素状態となりました（図２）。この期間、降雨はほとんどなく、筑後川の流量も５０

m3/sec前後と低い状態にありましたが（図４）、連日の猛暑により表層で水温が上昇して水

温躍層が形成されたためと考えられます（図５）。しかし、８月１６日の夕方より飽和度は

上昇し始め、８月２０日以降の大潮期には飽和度は４０％以上を示し、小潮期に入った現在

も６０％以上と高い水準にあります（図２）。また、浅海域では水温躍層も消滅しました（図

５）。大潮期の水塊の混合に北寄りの風（図３）による撹拌が加わり、成層構造が消滅した

ものと考えられます（図５）。 

 沖合域の観測点Ｐ６（沖神瀬西）では、底層の溶存酸素飽和度は８月上旬の大潮期におい

ても４０％未満を示し、貧酸素水塊が形成されていました（図２）。８月中旬の中潮期には、

飽和度は一時的に２０％未満まで低

下しましたが、これは、浅海域の貧酸

素水塊（無酸素状態）が沖合へ輸送さ

れたためと考えられます。これによ

り、８月中旬の大潮期（８月１８日）

には、有明海奥部では広域にわたり貧

酸素水塊が分布していました（図５）。

しかし、８月１９日以降、飽和度は上

昇し始め、小潮期に入った現在も６

０％以上と高い水準にあります（図

２）。浅海域から始まった成層構造の

崩壊が同海域にも波及したため（図

５）、貧酸素水塊が消滅したと考えら

れます。 

さらに沖合域の観測点Ｐ１（大浦

沖）では、底層の溶存酸素飽和度は、

８月上旬の大潮期に４０％前後であ

ったものが徐々に上昇し、８月中旬の

小潮期には５０～６０％程度にまで 図１．有明海奥部の観測点配置図
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図２ ２０１６年８月上旬～下旬における新明沖（１５）、沖神瀬西（Ｐ６）、大浦沖 

（Ｐ１）における底層（海底上２０ｃｍ）の水温、塩分、溶存酸素飽和度の経時変化 



回復しました（図２）。しかし、８月中旬の中潮期には飽和度は再び減少し始め、２０％前

後まで低下して貧酸素水塊が形成されました（図２、５）。これは観測点Ｐ６から輸送され

た貧酸素水塊の影響と考えられます。しかし８月１９日以降、飽和度は上昇に転じ、小潮期

に入った現在は６０％以上と高い水準にあります（図２）。これには８月２０日前後から吹

き始めた北寄りの風（図３）により、沖合域から飽和度の高い海水が移送されたことが関与

していると考えられます。 

８月２５日現在、小潮期にもかかわらず有明海奥部には貧酸素水塊は認められません。ま

た、来週には台風の影響により北寄りの強風が吹くことが予想されることから、降雨による

大規模な出水等がなければ、溶存酸素飽和度は高い水準で推移することが予想されます。 

 

 

図３．沖神瀬西（Ｐ６）における海上風（海上３ｍ）の風向・風速の経時変化 

 

 

 

図４．２０１６年８月５日～８月２３日における筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合

管理事務所、速報値）の推移 
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図５．　２０１６年８月９日～２４日における水温、塩分、σt、ｸﾛﾛﾌｨﾙ蛍光、濁度、溶存酸素飽和度の鉛直断面図

８月１８日８月９日 ８月２４日
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